
第 1.476 回例会    平成 30 年 2 月 21 日(水) 

＜今日のプログラム＞ 

1.）点      鐘      

2.）ロータリーソング    「手に手つないで」 

3.）４つのテスト唱和  ４．） 本日のビジター紹介 

5.）会長の時間     6.）幹事報告        

7.）出席報告      8.）ハッピーBOX披露 

9.）各委員会報告   

10.）30周年 式典 リハーサル② 

11.）ＳＡＡより次週例会案内 

12.）  点  鐘       

第 1.475回例 平成 30 年 2 月 14 日（水）の記録     

■4 つのテスト唱和      林 厚雄 会員 

言行はこれに照らしてから 

 

1. 真実かどうか 

2. 皆に公平か   

3. 好意と友情を深めるか 

4. みんなの為になるかどうか 

 

■会長の時間     会長 郡司 武俊 会員  

「働かない蟻に意義がある」は人間社会にもあては

まるか？蟻の行列を観察すると、不思議なことに蟻

の中には全くエサを運んでいないアリ、顔を見合わ

せて何か話し込んだ後に分かれていくアリ、列を外

れて遊んでいるアリ、元来た道を逆戻りしているア

リ、つまり懸命に働いているアリと全く働いていな

いアリガいる。北海道大学の長谷川英裕准教授らの

研究チームが 2015 年に発表した。「働かないアリが

いるからこそ、アリの社会が長続きできる」という

内容である。アリやハチは女王のみが繁殖してその

他の固体は巣のために必要な作業を行うのみであ

る。こうした繁殖に関わる分業が確率されているも

のを新社会生物という。働きアリの法則がある。 

① パレードの法則（８０：２０の法則） 

  働きアリのうち本当にはたらいているアリは 8

割で残り 2 割はサボっている。80：20 の法則と同

じで 2 割はサボっている。これはずっと働いている

アリと普通に働いているアリとずっとサボってい

るアリの割合が 6：2：2 になる。そこでずっと働い

ているアリを集めても一部がサボり始めやはり 6：

２：２になる。サボっているアリだけを集めても一

部が働き出しやはり同じ割合になるというもので

す。この違いは仕事にたいする腰の軽さの個体差で

ある。アリの社会では必要な仕事が現れるともっと

も低いアリが働き出すこのように仕事が分担なさ

れている。つまり仕事が増え最初から働いたアリが

疲れて休むとそれまで仕事をしていなかったアリ

が働き出す、仮に全てのアリが同じだと同時に働き

始めて短期的に仕事の能率が上がるが結果として

全てのアリが同時に疲れて休むため長い目で見る

と仕事が滞り郡対が存続できないことが研究で確

認されている。つまりアリの世界では働かないアリ

は必要不可欠である。この法則が人間社会にあては

まるか、当医院には常勤、パートのスタッフがいま

すが、パートスタッフは以前勤務していて結婚退職

後二人の子供ができ、少し自由な時間が出来たので

空いた時間でまた働きたいと来ました、現実今の常

勤で十分間に合う状況でしたが、昔の好で断われず

に、また衛生士不足に対応するリスクマネージメン

トも考えて採用した。一見経営効率が悪いようだが

結果的に効率が上がっています。スタッフが増えた

事でひとりの患者様を余裕を持って治療できるの

がいいのではないかと思います。人間社会もアリの

社会に似ているような気がします。 

☆2月 1日付けにて宮司の鬼塚圭司さん入会決定。 
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変化をもたらす 

 



■幹事報告      幹事 梶田與之助 会員 

< 文書事

項 > ＊米

山功労ク

ラブ感謝

状送付の

案内 

＊ ク ラ

ブ創立記

念特別寄

付表彰盾

送付のご案内 

＊ ガバナー事務所～一人１本植樹の案内 

 

■出席報告         内藤 昭子 会員    

 

 

 

 

 

 

 

■ハッピーBOX 披露    杜 一飛 奨学生   

<ニコニコへ＞●

林 厚雄会員～大

変ご無沙汰してい

ました。30 周年記

念式典・祝賀会が

成功に終わる事を

願います。 

● 籾田 弥生夫人～誕

生祝のきれいなお花

有り難うございま

す。毎年いただいて

嬉しいです。 

● 籾田 直樹会員～誕

生のお祝いありがとうございます。バタバタし

て忘れていました。家族と一緒にパンを食べて

お祝いしました。 

● 正岡 文郁・洋子夫妻～あと一年で金婚式を迎

える事が出来ます。いつまでこの世におられる

ことやら。のんびりと過したいものです。 

● 正岡 文郁会員～1 年に 1 回、年を重ねること

が出来るのはありがたい事です。今しばらくこ

の世におりたいものです。 

● 田邉 揮一朗会員～お誕生プレゼントありがと

うございます。私の娘はロータリー新年会のバ

ザーが大好きみたいで今年も楽しみにしていた

のですが参加できず非常に残念がっていました。

今回のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄで少し機嫌を直してくれたので

良かったです。 

● 太田 裕子夫人～お誕生日のプレゼントにお花

をいただきました。思いがけない贈り物に感謝

しております。 

● 小牧 さとみ夫人～春の到来を感じさせるかわ

いいお花をありがとうございました。また 30周

年のお手伝いが一身上の都合により出来なくな

ったことをお許し下さい。30 周年事業が盛会に

執り行われますことを心から祈念し致します。 

■    米山奨学金授与式        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■   30 周年実行委員会 報告の様子            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 実行委員長  藤堂孝一会員       

 

■  会 員 卓 話         

原田 宗忠会員 

時代の流れに伴い大き

く変化した事につい

て・・ 

新事業を始めるに為に

どうしてもタブレットが必要になり最近導入しま

した。 

会員数              27名 

免除数               2 名 

出席数              23名 

欠席届               4 名 

MU                ０名 

出席率              89.0％ 


